
 

第 ４ 章  道 路 整 備 計 画 の 検 討  
市 境 道 路 及 び 赤 松 町 地 区 内 の 新 た な 道 路 に つ い て 具 体 的 な 整 備 内 容 を 検

討 す る 。  

あ わ せ て 、 将 来 必 要 と な る 南 北 横 断 道 路 の 可 能 性 や 赤 松 通 り （ 辻 堂 赤 羽

根 線 ） の 将 来 的 整 備 の 方 向 性 に つ い て 検 討 す る 。  

こ れ ら の 計 画 の 検 討 に 当 っ て は 、 周 辺 地 区 も 含 め た 地 区 全 体 の 将 来 交 通

ネ ッ ト ワ ー ク や 交 通 配 分 を 十 分 考 慮 す る 。  

 

 １ ． 市 境 道 路                            

（ １ ） 基 本 的 な 断 面 構 成 の 検 討  

基 本 的 な 断 面 構 成 と し て ３ 案 を 設 定 し 、 メ リ ッ ト 、 デ メ リ ッ ト を 検 討

し た 。  

案 １ ・ ３ の 片 側 歩 道 で は 藤 沢 市 側 の み の 歩 道 と な る が 、 こ の 道 路 の 利

用 者 は 大 半 が 茅 ヶ 崎 市 民 の 利 用 者 で あ る た め 、 市 民 の 利 便 性 と 安 全 性 を

考 慮 す る と 、 案 ２ の 茅 ヶ 崎 市 側 に 歩 道 を 設 置 す る 案 が 望 ま し い 。  

 

表  市 境 道 路 の 断 面 構 成 の 検 討  
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２ ） 整 備 コ ン セ プ ト  

 メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト  

案 １  車 道 幅 員 約 6 ｍ （ 現 況 ） ＋ 車 道 2 ｍ （ 藤 沢 市 側 ） ＋ 歩 道 状 空 地 ２ ｍ （ 藤 沢 市 側 ）  
（ メ リ ッ ト ）  

・ 現 状 の 広 い 車 道 幅 員 が 確 保 さ れ る の で 、自 動

車 は 通 行 し 易 い 。  

（ デ メ リ ッ ト ）  

・ 敷 地 と 道 路 面 と の す り つ け か ら 、車 道 と 段 差

の あ る 歩 道 を 設 置 す る こ と は 難 し い 。  

・ 茅 ヶ 崎 市 側 は 現 状 の ま ま で あ る 。  

案 ２  車 道 幅 員 ６ ｍ ( 双 方 向 通 行 ) ＋ 歩 道 ２ ｍ ( 茅 ヶ 崎 市 側 ) ＋ 歩 道 状 空 地 ２ ｍ ( 藤 沢 市 側 )  
（ メ リ ッ ト ）  

・ 茅 ヶ 崎 市 側 に も 歩 道 が で き る た め 、安 心 し て

歩 け る 。  

（ デ メ リ ッ ト ）  

・ 敷 地 と 道 路 面 と の す り つ け か ら 、車 道 と 段 差

の あ る 歩 道 を 設 置 す る こ と は 難 し い 。  

・ 茅 ヶ 崎 市 側 は 、 車 庫 、 出 入 り 口 が 連 続 す る の

で 、フ ラ ッ ト 歩 道 と し て も 、と こ ろ ど こ ろ 境 界

石 が あ る だ け の 歩 道 に な っ て し ま う 。  

・バ リ ア フ リ ー 法 の 有 効 歩 道 幅 員 ２ ｍ を 確 保 す

る と 、植 栽 や 照 明 な ど の 路 上 施 設 の 設 置 が 難 し

く な る 。  

・ 藤 沢 市 側 と の 緩 衝 帯 と し て の 機 能 が 弱 ま る 。
案 ３  車 道 幅 員 ６ ｍ （ 双 方 向 通 行 ） ＋ 歩 道 2 ｍ （ 藤 沢 市 側 ） ＋ 歩 道 状 空 地 2 ｍ （ 藤 沢 市 側 ）  

（ メ リ ッ ト ）  

・歩 道 状 空 地 と 合 わ せ て ４ ｍ 幅 員 の 歩 道 が 確 保

さ れ る の で 、植 栽 の 配 置 や 電 線 類 の 地 中 化 が 可

能 と な る 。  

・ 歩 道 は 藤 沢 市 側 に 整 備 さ れ る の で 、車 道 と 段

差 の あ る 歩 道 構 造 が 可 能 。  

・歩 道 か ら 駅 前 広 場 ま で 横 断 せ ず に ア ク セ ス で

き る 。  

・ 藤 沢 市 側 と の 緩 衝 帯 と し て 機 能 す る 。  

（ デ メ リ ッ ト ）  

・ 茅 ヶ 崎 市 側 は 現 状 の ま ま で あ る 。  
１９



（ ２ ） 整 備 コ ン セ プ ト  

１ ） コ ン セ プ ト キ ー ワ ー ド  

市 境 道 路 は 、 カ ン ト ク 跡 地 開 発 地 と 赤 松 通 り の 沿 道 に 挟 ま れ た 、 地

区 内 道 路 で あ る 。  

カ ン ト ク 跡 地 開 発 地 と 赤 松 通 り の 沿 道 は 、 辻 堂 駅 周 辺 の 商 業 ・ 業 務

な ど 、 人 が 集 ま る 場 で あ る 一 方 、 市 境 道 路 は 近 隣 の 地 域 住 民 の た め の

場 と し て 位 置 づ け ら れ る 。  

こ の 位 置 関 係 か ら 、 市 境 道 路 の 整 備 コ ン セ プ ト と し て ２ つ の テ ー マ

を 設 定 す る と と も に 、 テ ー マ か ら デ ザ イ ン に 反 映 す る た め の キ ー ワ ー

ド を 展 開 す る 。  
 

図  市 境 道 路 の 整 備 コ ン セ プ ト  

 ２０

 

【 テ ー マ 】        【 キ ー ワ ー ド 】  

 

 

    

                  

・ 地 域 の 個 性 が 感 じ ら れ る デ ザ イ ン  

・ 緑 の 潤 い と 安 心 感 の あ る 構 造  

■ 帰 っ て き て ほ っ と

す る 道（ 飽 き の 来 な

い 落 ち 着 き と 潤 い ）

・ 自 動 車 は ゆ っ く り 走 る 構 造  

・ 路 面 を 一 体 的 に 使 え る 構 造  ■ 歩 行 者 が 主 役 の 歩

車 共 存 道 路   

 

 

 

 

 

２ ） 基 本 構 造  

展 開 し た 整 備 コ ン セ プ ト か ら 、基 本 構 造 と し て 次 の ４ 点 を 設 定 し 、

整 備 し て い く 。  

[基 本 的 な 構 造 ] 

① バ リ ア フ リ ー の フ ラ ッ ト 歩 道  

高 齢 者 や 障 害 者 も 安 全 に 利 用 で き る よ う 、 バ リ ア フ リ ー に 配

慮 し た フ ラ ッ ト 構 造 と す る 。  

② 道 路 を 一 体 利 用 し や す い ボ ラ ー ド に よ る 車 ど め  

ボ ラ ー ド 等 に よ る 車 ど め に よ り 、 歩 行 者 の 安 全 性 を 確 保 す る

と と も に 、 歩 行 者 が 道 路 横 断 し や す く 一 体 的 に 使 え る 構 造 と す

る 。  

③ バ リ ア フ リ ー 仕 様 の 円 形 側 溝  

落 ち 葉 や ゴ ミ が 詰 ま り に く く 、 ま た 、 杖 や 車 椅 子 の 車 輪 が 落

ち な い 構 造 と す る 。  

④ 緑 と 潤 い （ ポ ケ ッ ト パ ー ク ）  

ポ ケ ッ ト パ ー ク 等 に よ り 緑 豊 か な 潤 い 空 間 と す る 。  
 

図  基 本 構 造 の イ メ ー ジ  

 フ ラ ッ ト 歩 道  

（ イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ）  

＋  

ボ ラ ー ド （ 道 路 横 断 が し や す く  

一 体 的 に 使 え る 、 チ ェ ー ン な し ）
歩 車 道 の  

一 体 的 利 用  

バ リ ア フ リ ー 仕 様 の 円 形 側 溝  

・ 杖 や 車 椅 子 の 車 輪 が 落 ち な い

・ 落 ち 葉 や ゴ ミ が 詰 ま り に く い

車 道  歩 道歩 道 状  

空 地  

茅 ヶ 崎 市

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上 記 円 形 側 溝 に つ い て は 、 茅 ヶ 崎 市 側 の み の 計 画 イ メ ー ジ で す  



 

【 凡 例 】  

▼  家 屋 出 入 り 口  

●  車 庫 出 入 り 口  

 車 道  

 イ メ ー ジ ハ ン プ  

 歩 道 （ 茅 ヶ 崎 市 ）

 歩 道 （ 藤 沢 市 ）  

 

 ２１



 

 ２２



 
 

 ２３



 ２ ． 東 西 ・ 南 北 路 線                         
（ １ ） 南 北 路 線 の 必 要 性  

東 西 方 向 に 国 道 １ 号 、 茅 ヶ 崎 辻 堂 線 、 国 道 134 号 が 位 置 し 、 辻 堂 駅

か ら は 放 射 状 に 辻 堂 赤 羽 根 線 、 小 和 田 辻 堂 線 が 整 備 さ れ て い る 。  

地 区 の 外 側 に 計 画 さ れ て い る 新 国 道 線 、 小 和 田 中 赤 線 は 未 整 備 と な っ

て い る 。  

ま た 、 小 和 田 中 赤 線 及 び 辻 堂 停 車 場 辻 堂 線 の 間 隔 は 、 約 ２ km と 離 れ

て お り 、 こ れ は 、 主 要 な 幹 線 道 路 の 配 置 間 隔 と し て 望 ま し い と さ れ て い

る 約 １ km を 大 き く 下 回 っ た 水 準 と な っ て い る 。  

こ の た め 、 辻 堂 駅 周 辺 の 南 北 一 体 と な っ た 市 街 地 形 成 や 辻 堂 駅 及 び カ

ン ト ク 跡 地 開 発 地 区 へ の 発 生 集 中 交 通 量 の 円 滑 な 交 通 処 理 を 図 る 上 で 、

辻 堂 駅 と 小 和 田 中 赤 線 の ほ ぼ 中 間 位 置 に 鉄 道 を 横 断 す る 新 た な 道 路 が 必

要 と 考 え ら れ る 。  

こ れ に よ り 、 辻 堂 駅 関 連 交 通 や 新 規 開 発 関 連 交 通 及 び 通 過 交 通 等 を 円

滑 か つ 適 正 に 処 理 す る こ と が 可 能 と 考 え ら れ る 。  
    

図  辻 堂 駅 周 辺 の 道 路 網 と 東 海 道 本 線 を 横 断 す る 道 路 の 間 隔  
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（ ２ ） 線 形 案 の ケ ー ス ス タ デ ィ  

東 西 路 線 （ カ ン ト ク 跡 地 ～ 赤 松 通 り ） 、 南 北 路 線 （ 赤 松 通 り ～ 東 海 道

本 線 横 断 ） の 整 備 に つ い て は 、 代 替 地 や 道 路 用 地 等 の 事 業 用 地 と し て 大

規 模 な 土 地 の 活 用 が 必 要 で あ り 、 今 後 地 権 者 と の 折 衝 を 続 け な が ら 、 現

施 設 の 更 新 時 や 土 地 利 用 転 換 が 生 じ た 時 に 具 体 的 な 手 法 や 線 形 の 検 討 を

行 う 。  

現 在 の 状 況 に お け る ス タ デ ィ 案 と し て 、 以 下 の Ａ ～ Ｇ 案 の 検 証 結 果 を

提 示 す る 。  

ま た 、 現 在 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン の 改 定 中 で あ り 、 同 時 に 都 市 計 画 道 路

の 見 直 し を 検 討 す る た め 、 そ の 際 に 整 合 性 を 図 り な が ら 検 討 を 行 っ て い

く 。  
 

図  線 形 案 の ケ ー ス ス タ デ ィ  

 

 

Ｇ 案  Ｆ 案  

Ｅ 案  Ｄ 案  

Ｃ 案  Ｂ 案  Ａ 案  

南 北 路 線  

（ Ｄ ～ Ｇ 案 ）  

東 西 路 線  

（ Ａ ～ Ｃ 案 ）  

 ２５



 

表  ス タ デ ィ 案 の 評 価 表  
■ 東 西 路 線  

 メ リ ッ ト  デ メ リ ッ ト  

Ａ 案  ● 南 北 路 線 の Ｆ 案 と 連 続 す る 。  

 

● 路 線 長 は ３ 案 の 中 で 最 も 長 く な る 。

● 沿 道 街 区 に 対 し て 斜 め に 線 形 が 入

る た め 、街 区 の 再 建 や 区 画 道 路 の す

り つ け が 課 題 で あ る 。  

Ｂ 案  ● 既 存 街 区 の 方 向 に 沿 っ て お り 、沿

道 画 地 や 区 画 道 路 の す り つ け が

た や す い 。  

● 南 北 路 線 の Ｇ 案 と 連 続 す る 。  

● 移 転 戸 数 が 最 も 多 く な る 。  

 

Ｃ 案  ● 既 存 街 区 の 方 向 に 沿 っ て お り 、沿

道 画 地 や 区 画 道 路 の す り つ け が

た や す い 。  

● 工 場 用 地 を 横 断 す る た め 、 企 業 と の

合 意 形 成 が 課 題 で あ る 。  

 

■ 南 北 路 線  

 メ リ ッ ト  デ メ リ ッ ト  

Ｄ 案  ● 影 響 範 囲 が 線 路 沿 い に 限 定 さ れ 、

事 業 費 が 安 価 と な る 。  

 

● 東 西 路 線 と 連 続 せ ず 、 道 路 ネ ッ ト ワ

ー ク と し て 著 し く 円 滑 性 を 損 な っ

て い る 。  

● 駅 ア ク セ ス と 南 北 横 断 の 交 通 が 全

て 赤 松 通 り に 集 中 す る 。  

● 工 場 用 地 を 横 断 す る た め 、 企 業 と の

合 意 形 成 が 課 題 で あ る 。  

Ｅ 案  ● 影 響 範 囲 が 線 路 沿 い に 限 定 さ れ 、

事 業 費 が 安 価 と な る 。  

 

● 東 西 路 線 と 連 続 せ ず 、 道 路 ネ ッ ト ワ

ー ク と し て 著 し く 円 滑 性 を 損 な っ

て い る 。  

● 駅 ア ク セ ス と 南 北 横 断 の 交 通 が 全

て 赤 松 通 り に 集 中 す る 。  

● 工 場 用 地 を 横 断 す る た め 、 企 業 と の

合 意 形 成 が 課 題 で あ る 。  

Ｆ 案  ● 東 西 路 線 と 南 北 路 線 が 連 続 し 、理

想 的 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成

さ れ る 。  

● 駅 ア ク セ ス と 南 北 横 断 交 通 が 分

散 さ れ 、 交 通 の 円 滑 化 が 図 ら れ

る 。  

● 沿 道 市 街 地 区 間 を 通 る 距 離 が 一 番

長 い た め 、 移 転 戸 数 が 多 く な り 、 地

権 者 と の 合 意 形 成 が 課 題 で あ る 。  

 

Ｇ 案  ● 東 西 路 線 と 南 北 路 線 が 連 続 し 、理

想 的 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成

さ れ る 。  

● 駅 ア ク セ ス と 南 北 横 断 交 通 が 分

散 さ れ 、 交 通 の 円 滑 化 が 図 ら れ

る 。  

● 工 場 用 地 を 横 断 す る た め 、 企 業 と の

合 意 形 成 が 課 題 で あ る 。  

 

 

 

 ２６



 

 ３ ． 赤 松 通 り （ 辻 堂 赤 羽 根 線 ）                     
 

① 藤 沢 市 側 に 接 続 す る 初 タ ラ 線 は 、 幅 員 １ ９ ｍ で 計 画 さ れ て い る が 、 茅

ヶ 崎 市 側 の 赤 松 通 り は 、 都 市 計 画 道 路 と し て １ １ ｍ の 幅 員 で 整 備 済 み

と な っ て い る 。  

 

② 赤 松 通 り （ 辻 堂 赤 羽 根 線 ） は 、 茅 ヶ 崎 市 側 か ら 辻 堂 駅 北 口 に ア ク セ ス

す る 主 要 路 線 で あ る が 、 整 備 済 み 都 市 計 画 道 路 で あ り 、 自 動 車 走 行 機

能 は 備 え て い る こ と か ら 早 期 の 整 備 は 行 わ ず 、 沿 道 工 場 等 の 施 設 更 新

に 合 わ せ て 歩 行 者 ・ 自 転 車 が 安 全 か つ 円 滑 に 利 用 で き る よ う に 事 業 化

を 検 討 す る 。  

 

 

図  赤 松 通 り の 整 備 方 針  
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